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道
央
圏
連
絡
道
路
（
一
般
国
道

３
３
７
号
）
は
、
千
歳
市
を
起
点

と
し
て
長
沼
町
、南
幌
町
、江
別
市
、

当
別
町
、札
幌
市
、石
狩
市
を
経
由

し
小
樽
市
に
至
る
延
長
約
80
㌔
㍍

の
高
規
格
道
路
で
す
。
国
際
的
な

交
流
拠
点
で
あ
る
新
千
歳
空
港
、

国
際
拠
点
港
湾
苫
小
牧
港
、
重
要

港
湾
石
狩
湾
新
港
、
及
び
小
樽
港

を
結
び
、
札
幌
圏
に
お
け
る
人

流
・
物
流
の
連
携
を
図
る
重
要
な

役
割
を
果
た
す
も
の
で
す
。

す
で
に
現
在
ま
で
に
新
千
歳
空

港
か
ら
国
道
２
７
４
号
ま
で
と
、

札
樽
自
動
車
道
銭
函
Ｉ
Ｃ
か
ら
道

央
自
動
車
道
江
別
東
Ｉ
Ｃ
ま
で
の

区
間
が
開
通
し
て
い
ま
す
が
、
江

別
東
Ｉ
Ｃ
か
ら
南
幌
町
ま
で
の
延

長
７
･３
㌔
㍍
の
区
間
（
中
樹
林

道
路
）
が
令
和
６
年
度
に
開
通
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

中
樹
林
道
路
は
、
北
海
道
縦
貫

自
動
車
道
江
別
東
Ｉ
Ｃ
と
接
続

し
、
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充

に
よ
る
札
幌
圏
の
連
絡
機
能
の
強

化
、
地
域
間
交
流
の
活
性
化
を
図

る
と
と
も
に
、
重
要
港
湾
石
狩
湾

新
港
と
拠
点
空
港
新
千
歳
空
港
、

国
際
拠
点
港
湾
苫
小
牧
港
等
へ
の

物
流
効
率
化
等
の
支
援
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

中
樹
林
道
路
の
開
通
後
は
引
き

続
き
残
る
区
間
で
あ
る
長
沼
南
幌

道
路
（
延
長
１
４
･６
㌔
㍍
）
の
整

備
を
行
い
、
早
い
時
期
で
の
道
央

圏
連
絡
道
路
（
一
般
国
道
３
３
７

号
）の
全
線
開
通
が
望
ま
れ
ま
す
。

㈱
ト
ー
ウ
ン
（
本
社
：
埼
玉
県

さ
い
た
ま
市

代
表
取
締
役

古

坐

登
志
雄
）
は
石
狩
湾
新
港
地

域
内
、
銭
函
５
丁
目
の
所
有
地
に

新
た
な
物
流
セ
ン
タ
ー
『
Ｔ
Ｌ
Ｐ

札
幌
』
を
建
設
し
、
令
和
３
年
11

月
よ
り
操
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

Ｔ
Ｌ
Ｐ
札
幌
は
約
１
万
９
０
０

０
坪
の
広
大
な
所
有
地
内
に
新
た

に
増
設
さ
れ
た
約
２
１
０
０
坪

（
既
設
の
倉
庫
を
含
め
る
と
約
７

０
０
０
坪
）
の
最
新
鋭
の
マ
ル
チ

テ
ナ
ン
ト
型
セ
ン
タ
ー
で
、
様
々

な
最
新
の
設
備
が
導
入
さ
れ
て
い

ま
す
。

セ
ン
タ
ー
で
は
多
種
多
様
な
お

客
様
の
商
品
に
対
応
す
る
た
め
、

安
全
性
に
配
慮
さ
れ
た
作
業
ス

ペ
ー
ス
を
広
く
確
保
す
る
こ
と
で

バ
ッ
ク
走
行
を
必
要
と
し
な
い
最

大
ト
ラ
ッ
ク
４
台
の
同
時
作
業
を

可
能
と
し
た
ピ
ッ
ト
イ
ン
方
式
を

採
用
す
る
と
と
も
に
、
全
天
候
型

対
応
の
完
全
屋
内
入
出
荷
バ
ー
ス

に
よ
り
、
天
候
に
左
右
さ
れ
ず
荷

役
が
行
え
る
こ
と
で
、
作
業
効

率
・
作
業
環
境
の
向
上
が
図
ら
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
将
来
想
定
さ
れ
る
北
海

道
の
気
候
変
動
（
猛
暑
・
厳
寒
・

台
風
等
）
に
対
応
す
る
た
め
、
屋

根
・
土
間
・
外
壁
を
従
来
よ
り
も

断
熱
効
果
を
高
め
る
構
造
と
し
、

併
せ
て
集
中
温
湿
度
管
理
シ
ス
テ

ム
や
強
制
換
気
シ
ス
テ
ム
を
導
入

す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
管
す
る
商

品
の
品
質
保
持
、
監
視
強
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。

更
に
、
同
セ
ン
タ
ー
で
は
Ｂ
Ｃ

Ｐ
対
応
と
し
て
、
施
設
内
の
電
源

設
備
を
２
系
統
に
分
け
、
系
統
別

に
非
常
用
発
電
機
を
設
置
す
る
こ

と
で
、
災
害
時
の
事
業
継
続
を
可

能
と
し
て
お
り
ま
す
。

省
エ
ネ
、
環
境
対
策
で
は
、
館

内
全
て
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
採
用
・

セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
の
導
入
・
バ
ッ

テ
リ
ー
リ
フ
ト
化
を
進
め
る
等
、

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
Ｃ
Ｏ２
排

出
ゼ
ロ
）
へ
向
け
た
取
組
み
を
加

速
さ
せ
て
い
ま
す
。

※
Ｔ
Ｌ
Ｐ
：
ト
ー
ウ
ン
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ク
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
略

名
で
、
今
後
同
社
が
展
開
し
て

い
く
複
合
型
物
流
セ
ン
タ
ー
の

統
一
名
称
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▲TLP札幌（写真中央）

令
和
６
年
度

「
国
道
３
３
７
号
中
樹
林
道
路
」
開
通
‼

▲道央圏連絡道路位置図 ▲道央圏連絡道路事業概要図
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㈱札幌ヤマグチ（本社：札幌市西区 代表取締役 山口 良美）は銭函
５丁目に新たに北海道工場を竣工させました。業歴 36 年を誇る、甲殻類
を中心とした専門商社で主に、カニ・エビ・ホタテ・ウニ・魚卵等を取り
扱っています。
同社は札幌中央卸売市場や商社等より仕入れた新鮮な海の幸を加工・販
売しており、販売先は市場や空港お土産店をはじめ、WEBサイト等への
卸売も行っています。

今回新設した北海
道工場（敷地面積：
約 4,000㎡、延床面
積約 1,200㎡）では
近年の業容拡大によ
りカニを中心とした
加工を行っており、
最新の３D フリー
ザーの導入、非接触
型のセンサーを採用
する等、品質面・衛
生面に配慮した施設
となっております。

江
別
製
粉
㈱
（
本
社
：
江
別
市

代

表
取
締
役
社
長

安
孫
子

俊
之
）、

横
山
製
粉
㈱
（
本
社
：
札
幌
市

代
表

取
締
役
社
長

横
山

敏
章
）、
木
田

製
粉
㈱
（
本
社
：
札
幌
市

代
表
取
締

役
社
長

永
瀬

雄
二
）
の
３
社
は
北

海
道
、
ホ
ク
レ
ン
、
Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央

会
と
連
携
し
、「
北
海
道
産
麦
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
」
を
立
ち
上
げ
、
令
和
４
年
度

か
ら
の
使
用
開
始
を
目
標
に
石
狩
湾
新

港
地
域
内
の
石
狩
市
新
港
西
２
丁
目
に

新
た
な
北
海
道
産
小
麦
専
用
の
倉
庫
建

設
を
進
め
て
い
ま
す
。

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
建
設
す
る
倉
庫

は
パ
ン
や
菓
子
、
う
ど
ん
、
中
華
麺
等

で
年
々
増
加
す
る
道
産
小
麦
需
要
及
び

生
産
量
の
更
な
る
拡
大
に
対
応
す
る
た

め
の
も
の
で
、
農
林
水
産
省
が
実
施
す

る
２
０
２
０
年
度
第
三
次
補
正
予
算

「
麦
・
大
豆
保
管
施
設
整
備
事
業
」
に
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

近
年
、
道
産
小
麦
の
評
価
が
高
ま
り

需
要
は
増
加
を
続
け
て
お
り
ま
す
が
、

天
候
等
の
影
響
に
よ
る
生
産
量
の
変
動

が
激
し
く
、
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
崩
れ
が

発
生
し
た
場
合
、
需
要
者
が
思
う
よ
う

に
使
用
量
の
拡
大
を
図
れ
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
本
倉
庫
は
こ
の
問
題
を
解

決
す
る
た
め
に
道
内
で
生
産
さ
れ
る
一

定
数
量
の
小
麦
を
倉
庫
で
集
中
保
管

し
、
安
定
供
給
を
図
る

た
め
建
設
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
本
倉
庫
は
３

社
が
新
た
に
設
立
し

た
㈱
ド
ー
フ
ン
が
運

営
し
、
３
０
０
０
㎡
の

定
温
倉
庫
（
15
℃
）
で

６
０
０
０
㌧
超
の
小

麦
の
保
管
業
務
を
行

い
ま
す
。

今
回
の
同
業
３
社

に
よ
る
共
同
事
業
は

全
国
初
で
あ
り
、「
北

海
道
産
麦
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
」の
取
り
組
み
は
、

今
後
の
道
産
小
麦
の

更
な
る
価
値
向
上
へ

の
第
一
歩
と
な
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

◆ 企 業 紹 介 ◆

R& I カンパニーリミテッド㈱ TEL 011-206-4560
R& I カンパニーリミテッド㈱（本社：札幌市中央区 代表取締役 斎藤
浩三）は銭函４丁目に自社オリジナルのコンテナモジュールやトレーラー
ハウスを製造保管する工場兼倉庫「BIBOXファクトリー銭函」を昨年 12
月に竣工させました。同社は、収益不動産の運用・企画開発・販売等を
主業とする総合不動産事業者で、今回建設した「BIBOX ファクトリー
銭函」は同社の重点事業であるコンテナトレーラー事業用の工場兼倉庫と
なります。同社の「BIBOX」は固定設置型のコンテナモジュールタイプと、

車両としていつで
も移動可能なト
レーラーハウスタ
イプがあり、様々
なカスタムが出
来、住居や店舗、
事務所等、用途は
幅広く多岐に渡り
使用することが可
能で、同社では道
内のみならず、全
国への展開を進め
ています。

㈱札幌ヤマグチ 北海道工場 TEL 0133-73-5556

石
狩
湾
新
港
地
域
の
土
地
の

開
発
・
造
成
・
分
譲
を
行
う
、
石

狩
開
発
㈱
（
代
表
取
締
役
社
長

豊
岡

孝
章
）
は
、
令
和
４
年
４

月
よ
り
石
狩
湾
新
港
地
域
内
に

新
た
な
分
譲
用
地
の
販
売
を
開

始
し
ま
す
。

新
た
な
分
譲
用
地
は
令
和
元

年
度
よ
り
販
売
を
開
始
し
、
好

評
の
う
ち
に
多
く
の
企
業
様
に

ご
進
出
頂
い
た
小
樽
市
銭
函
４

丁
目
区
画
の
隣
接
地
で
、
札
幌

市
手
稲
区
、
西
区
・
北
区
を
横
断

し
、
札
幌
市
中
心
部
と
を
結
ぶ
、

新
川
通
（
道
道
１
２
５
号
前
田

新
川
線
）
か
ら
約
７
０
０
㍍
の

距
離
に
位
置
す
る
約
16
万
㎡
で

す
（
左
写
真
参
照
）。

お
陰
様
で
同
分
譲
地
へ
は
昨

年
の
造
成
段
階
よ
り
多
数
の
企

業
様
か
ら
す
で
に
お
問
合
せ
を

頂
い
て
お
り
、
注
目
を
集
め
て

い
ま
す
。

分
譲
価
格
は
平
米
あ
た
り
１

万
２
０
０
０
円
（
坪
あ
た
り
３

万
９
６
７
０
円
）
で
、
分
譲
面
積

は
２
千
㎡
～
約
５
万
㎡
と
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
区
画

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

銭
函
４
丁
目
新
規
造
成
区
画

令
和
４
年
４
月
分
譲
開
始
‼

▲BIBOXカスタム施工イメージ

▲令和３年 11 月、新川通起点から撮影

▲建設される道産小麦専用倉庫

▲㈱札幌ヤマグチ 北海道工場


道道


分譲概要
所 在 地：小樽市銭函４丁目内
区画面積：2,000 ㎡～約 50,000 ㎡（面積はご相談下さい）
用途地域：準工業地域、建蔽率 60％、容積率 200％
分譲価格：12,000 円/㎡（39,670 円/坪）


お
問
い
合
わ
せ
先


石
狩
開
発
㈱

営
業
推
進
部
：

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
３
３
─
７
２

─
２
３
０
０


